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「壁」にぶつかり，それを越えたその先に待っているのは，どんな世界，どんな景色でしょう？ 
 

「多様性」とは？ 

グローバル化が進

む世の中において

求められる力の一

つは「多様性を受け

入れる力」です。

Global Village の

活動の一つでは，

日本でカルチャー

ショックに感じたこと

を留学生が紹介し

ます。 

GEP Quiz! 

Q１：世界で最も島

の数が多い国は？ 

Q２：日本の島の総

数は？ 
（※答えは裏面に記載） 
 
 

 非日常を体験：普段の学校生活ではできないこと 
世界各国から日本で学ぶ留学生リーダー と LbE Japan が創造す

る Global Village では，数日間に渡って「非日常」にどっぷり浸かる実

施形態があります。①どこかの施設に留学生，参加者共に宿泊して

行う「合宿型」，②学校や施設に通いながら実施する「通い型」の２つ

のパターンです。数日間に渡る合宿型の Global Village での活動

（滞在）はまさに国内留学のような体験となります。 
 
「壁」を越えたその先に 
長い時間を一緒に過ごし，生活を共にすることで，活動時間だけで

なく，休憩などの隙間時間の中でもコミュニケーションをとり，自然に

パーソナルスペースに踏み込んでいきます。だんだんとお互いの

「素」に触れ，考え方の違いを認識することから，理解し合おうとしま

す。文化的背景の異なるメンバー（留学生リーダー）との協働（生活）

体験を通じて，心の距離を実感し，やがてそれを自分の行動次第で

縮めることができる経験をします。コミュニケーションの力で「壁」を越

え，その先にある世界，景色にふれるかけがえのない機会となりま

す。 
 

 

 

それぞれの活動（アクティビティ） 
・どうやったら良いかわからない… 
・意見を出しあい、試しながら 
・くり返し、くり返し 
・できなかった、できた！の積み上げ 
・高めのハードルに楽しく挑戦 
・メンバー（他者）との相互刺激 
・思考し、判断し、表現する 

生活を共にする時間 
・お互いの「素の姿」 
・違うことと同じこと 
・もっと一緒にいたい、知りたい！

1日目AM 1日目PM 2日目AM 2日目PM 3日目AM 3日目PM 日常の課題

　
協働（多文化・多言語環境）で 解決方法（やり方）を学ぶ

各アクティビティのゴール・課題

壁　＝「未知の世界」への壁、「他者の理解」への壁、「自己の限界」への壁



「習うより慣れよ」と

いう言葉が昔からあ

ります。特に合宿型

ではより日常と異な

る環境に身を投じる

ことになります。英

語を使うこと，様々

な価値観や考え方

に出会うことに慣れ

ることが，自身を成

長させるための一

番の近道となりま

す。前向きな姿勢と

好奇心さえあれば，

Global Village の

参加者はグローバ

ルは「意外とでき

る！」と感じることで

しょう。 
GEP Quiz! 答え 
A１：スウェーデン

（267,570） 
アジアの第１位は， 

インドネシア

（18,307） 
A2: 日本（6,852） 
（出展：

http://www.telegraph.co.uk/tra

vel/lists/countries-with-the-

most-islands/） 

 チャレンジから生まれる達成感 
合宿型／通い型ではプログラムに十分な時間を費やすことがで

きます。学年や英語力を考慮したチャレンジングな課題や，日頃

出会えない未知の，「答えのない」課題に直面することになりま

す。最初は苦しいと思えることこそ，学びの要素は深く，乗り越

えられた時の達成感が大きくなります。 
はじめて出会った未知の事柄を双方向型の学びのスタイルでイ

ンプット（獲得）し，他者に向かってアウトプット（表現）する

ことで，学びを自分のものにしていきます。日常と異なる環境で

英語を使ってチャレンジし，達成できたという成功体験は，日常

に戻ってから自分で自分を成長させるための貴重な経験です。 
 
違うけど同じ。やっぱり楽しい！ 
活動を通じて文化的背景の異なるメンバーとの共通点が多いことに

も気が付きます。音楽，映画，本，スポーツなどの共通の話題で盛り

上がり，ダンスを踊ったり，身体を使ったゲームをしたり，留学生の出

身国の民族衣装を着てみたり、笑い声は絶えません。世界の垣根，

言葉の壁を越えて「一緒に」遊んで笑えることは物事を純粋に同じ目

線で楽しめる貴重な経験となります。 
 
そして日常へ 

Global Village での滞在を終え別れを惜しむ参加者の皆さんを留学

生リーダーたちから引き離さざるを得ない場面が見られます。壁を乗

り越え，縮まった距離がそのまま心に残り，日常の中で時おり振り返る

ことになるでしょう。これからも世界とつながっていきたい，世界とつな

がるツールとしての英語を頑張ろう，自分の力で日常を変えようという

あらたなチャレンジへの出発の瞬間です。 
 

 

  

この度は Global Village Newsletter 第 2 号を手にとっていただき，誠にありがとうございました。 
これからも日々増え続けている「学びの場面」の事例をピックアップしてご紹介させていただきます。 
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